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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

　平成21年６月25日に提出した第85期（自　平成20年４月１日　至　平成21年３月31日）有価証券報告書の記載事項の一

部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

 

２【訂正事項】

第一部　企業情報　

第２　事業の状況

７　財政状態及び経営成績の分析

（３）経営成績の分析　

 

３【訂正箇所】

　訂正箇所は＿線で示しております。

　

第一部　企業情報　

第２　事業の状況

７　財政状態及び経営成績の分析

（３）経営成績の分析

　

（訂正前）

（３）経営成績の分析

（省　略）

（営業利益）

　前述の売上総損失、販売費及び一般管理費から、当連結会計年度における営業損失は11,628百万円（前年

同期は営業損失1,128百万円）となりました。

　前述の売上総損失及び販売費及び一般管理費の状況から、当連結会計年度における営業損失は11,628百

万円となり、前連結会計年度（営業損失1,128百万円）に引き続き２期連続の営業損失となりました。

　このことから、「４　事業等のリスク」に記載している通り、当社グループには重要事象等が存在してお

ります。当該重要事象等を解消するための今後の取り組みにつきましては、「３　対処すべき課題」に記載

している通りであります。

（以下省略）

　

（訂正後）

（３）経営成績の分析

（省　略）

（営業利益）

　前述の売上総損失、販売費及び一般管理費から、当連結会計年度における営業損失は11,628百万円（前年

同期は営業損失1,128百万円）となりました。

　前述の売上総損失及び販売費及び一般管理費の状況から、当連結会計年度における営業損失は11,628百

万円となり、前連結会計年度（営業損失1,128百万円）に引き続き２期連続の営業損失となりました。

　さらに、今後とも当社を取り巻く環境に厳しさが予想される中、物件売却等により収益水準が見込みを大

きく下回るなどの不確実性は残存するため、当社が将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な

疑義を生じさせるような事象又は状況（以下、「重要事象等」）が生じております。

　当社グループでは、このような状況を踏まえまして、早期の業績回復のための重要課題として、①ビジネ

スモデル・事業領域の再構築、②コンサルティング及びアレンジメント事業による収益基盤の強化、③経

営の合理化・組織の再編成、④専門知識や豊富な経験を持った人材の確保・育成・組織化、⑤営業投資資

産の更なる圧縮、有利子負債の削減による財務体質の強化の５つの事項を挙げ、取り組んでおります。また

併せまして、当社グループ全体のコンプライアンス体制、リスク管理体制の強化をさらに進め、引き続き経

営の健全性確保に努めてまいります。

（以下省略）　
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